
かりや市議会だよりかりや市議会だより 令和２年５月１日令和２年５月１日 第154号第154号 （2）（3）

令和2年度予算に見る主要事業

市制施行70周年記念事業

守ろう！～安心安全と健康～
◆大規模地震時の電気火災の抑制と被害の軽減を
図るため、感震ブレーカーの設置費用を補助。

日頃から備えて家も命も守りましょう

◆道路安全灯・園内灯をＬＥＤ灯具に取り替え、
維持管理経費及び環境負担の軽減等を図るとと
もに、安全性を確保。

歩行者等の交通事故防止と環境負担軽減

育てよう！～子どもと未来～
◆医療費負担の軽減及び子供の福祉増進を図るた
め、入院に係る子ども医療費の支給対象者を高
校生等まで拡大。

安心して医療を受けられる環境に

◆市役所と市民交流センターの共用駐車場である
市役所第２駐車場を立体駐車場として整備し、
駐車場不足を解消。

駐車場不足を解消（イメージパース）

輝こう！～暮らしと仕事～
◆ＪＲ刈谷駅のホーム等の混雑を解消し、安全性
の確保及び利便性の向上を図るため、ＪＲ刈谷
駅の改良を行う東海旅客鉄道株式会社へ補助。

ＪＲ刈谷駅改良イメージパース

◆岩ケ池公園利用者の安全確保と主要地方道名古
屋岡崎線の交通渋滞の緩和を図るため、駐車場
と公園をつなぐ横断歩道橋を整備。

岩ケ池公園に歩道橋を整備して利便性向上

◆男女共同参画社会の実現に向けた国内最大級の
会議である「日本女性会議2020あいち刈谷」を
開催。

プレ大会「あなたとわたしのハーモニー2019」

◆ＮＨＫ名古屋放送局と刈谷市の共催により、Ｎ
ＨＫ公開番組「のど自慢」を開催。

テーマは、“歌で思いを届ける”

◆市民団体などが市制施行70周年を記念した事業
として、市内で自主的に行う公益的なまちづく
り活動の経費を支援。

コラボ70補助金公開審査会の様子

一般会計の内訳 2年度予算の総額（ ） 内は対前年度比

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性
能割交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、
繰越金
〈商工費などの内訳〉労働費、農林水産業費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

歳　入
607億8,000万円

歳　出
607億8,000万円

民生費
232億3,100万円
38.2%（17.6%増）

土木費
108億5,200万円
17.9%（1.7%増）

教育費
86億2,500万円
14.2%（15.5%減）

総務費
64億1,800万円
10.6%（9.5%増）

衛生費
59億6,000万円
9.8%（3.5%増）

商工費など
23億1,400万円
3.7%（12.3%減）

消防費
18億300万円
3.0%（7.6%増）

公債費
11億7,100万円
1.9%（3.8%増）

議会費
4億600万円
0.7%（0.1%減）

住民税など
357億9,900万円
58.9%（1.1%減）

国・県からの
支出金など
156億8,300万円
25.8%（16.8%増）  

給食費などの諸収入
23億8,600万円 
3.9%（5.6%減）

市債（借金）
15億6,200万円 
2.6%（43.5%増）

分担金、負担金など
53億5,000万円 
8.8%（10.1%増）

支
柱
は
継
続
使
用

灯
具（
安
定
器
、自
動
点
滅
器
を
含
む
）

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
替

岩ケ池公園

県
道
名
古
屋
岡
崎
線

横断歩道橋
整備工事

会計名 本年度 前年度比較 伸び率

予算総額 944億4,500万円 24億3,100万円 2.6%

一般会計 607億8,000万円 26億8,000万円 4.6%

特別会計 240億1,300万円 1,800万円 0.1%

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業 12億9,600万円 4,600万円 3.7%

刈谷野田北部
土地区画整理事業 1億3,900万円 1,900万円 15.6%

国民健康保険 117億2,700万円 ▲2億2,900万円 ▲1.9%

後期高齢者医療 19億3,500万円 3,000万円 1.6%

介護保険 89億1,600万円 1億5,200万円 1.7%

企業会計 96億5,100万円 ▲2億6,700万円 ▲2.7%

水道事業 41億5,200万円 2億6,600万円 6.8%

下水道事業 54億9,900万円 ▲5億3,300万円 ▲8.8%

※百万円単位で四捨五入しています
※詳しくは、市ホームページの「予算のあらまし」を御覧ください

本
会
議
で
の
質
疑

　
質
問･
質
疑
で
は
、
市
政
の
方
針

な
ど
を
問
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
質
問
・
質
疑
に
つ
い

て
は
、
６
〜
８
ペ
ー
ジ
の
「
質
問
・

質
疑
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会・分
科
会・本
会
議

　

質
問
・
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
各
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
計
５
議
案

に
反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

18
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
反
対
の
立
場
で
あ
る
こ
と
、
刈
谷

城
築
城
に
関
す
る
予
算
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
協

会
け
ん
ぽ
と
比
較
す
る
と
非
常
に
高

い
こ
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

廃
止
し
、
元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻

す
べ
き
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
こ
と
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
国
の
段

階
で
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
考
え

る
立
場
で
あ
る
こ
と
、
水
道
料
金
に

消
費
税
増
税
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
反
対
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
事
業

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改

善
や
働
き
方
改
革
の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
令
和
２
年
度
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
を

導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
等
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
特
性
を
十
分

に
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
活

用
す
る
職
場
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把

握
し
た
上
で
導
入
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
令
和
元
年
度

は
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
平
成
31
年
１
月
に
愛
知
県

と
県
内
市
町
村
で
構
成
す
る
「
あ
い

ち
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
連
携
共
同

研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
県
内
市
町

村
に
よ
る
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
を

活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
共
同
で
の
導

入
や
利
用
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

問　
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
照
明

を
何
か
所
設
置
す
る
の
か
。

答　
現
在
設
置
し
て
い
る
照
明
と

同
様
に
、
暗
く
な
る
と
セ
ン
サ
ー
が

感
知
し
、
自
動
で
点
灯
す
る
タ
イ
プ

の
照
明
を
、
令
和
２
年
度
は
ゾ
ー
ン

30
内
を
現
地
調
査
の
上
、
必
要
な
箇

所
に
設
置
予
定
で
あ
る
。

問　
点
滅
式
の
一
時
停
止
標
識
を

増
や
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
市

の
見
解
は
。

答　
視
認
性
が
向
上
す
る
た
め
、

交
通
安
全
対
策
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
設
置
に
つ
い
て
は
警

察
が
判
断
し
て
い
る
。
状
況
に
応
じ

て
危
険
箇
所
の
対
策
と
し
て
設
置
を

働
き
か
け
て
い
く
。

■
福
祉
産
業

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
整
備
事
業

問　
今
回
の
整
備
助
成
事
業
、
支

援
事
業
の
金
額
が
大
き
い
が
、
今
後

の
県
補
助
金
の
継
続
の
可
能
性
は
。

答　
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
国

は
令
和
７
年
を
見
据
え
て
制
度
設
計

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
当
面
の
間
は

継
続
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
補
助
単
価
は
県
の
補
助
要
綱
に

基
づ
き
、
整
備
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
種
類
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。
今
回
整
備
す
る
事
業
所
は
入
所

系
施
設
で
あ
り
、
建
築
規
模
も
大
き

い
た
め
、
補
助
単
価
も
高
く
設
定
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築
事
業

問　
令
和
２
年
度
か
ら
の
２
か
年

の
継
続
事
業
と
し
て
い
る
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　
令
和
２
年
度
は
主
に
、
土
地

の
造
成
か
ら
上
屋
の
建
設
工
事
ま
で

を
予
定
し
、
令
和
３
年
度
に
つ
い
て

は
、
建
物
の
外
装
や
内
装
、
外
構
工

事
を
お
お
む
ね
６
月
を
め
ど
に
完
了

す
る
予
定
で
、
そ
の
後
に
事
務
所
機

能
の
移
転
を
行
う
。

問　
移
転
時
の
業
務
へ
の
影
響
は
。

答　
窓
口
業
務
や
ご
み
収
集
等
の

業
務
を
止
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
市
民

生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

■
建
設

わ
が
家
の
地
震
対
策
事
業

問　
拡
充
さ
れ
る
予
算
の
内
容
は
。

答　
市
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
対

す
る
点
検
業
務
委
託
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
地
区
に
協
力
を
い
た
だ
き

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
市
内
に

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
約
４
，
６
０
０
件

あ
る
。
点
検
に
つ
い
て
は
、
建
築
課

職
員
が
市
内
全
域
を
行
っ
て
い
る
が
、

１
年
３
か
月
の
間
で
実
施
で
き
た
の

は
、
約
７
０
０
件
と
な
っ
て
お
り
、

終
了
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
早
期
に
点
検
を
終
了
す
る
た

め
、
委
託
業
務
の
予
算
を
拡
充
す
る

も
の
で
あ
る
。

問　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所

有
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
く
の
か
。

答　
建
築
物
に
附
属
す
る
塀
な
ど

に
つ
い
て
は
建
築
基
準
法
が
適
用
さ

れ
る
た
め
、
塀
の
所
有
者
や
占
有
者

な
ど
に
対
し
、
適
法
な
状
態
に
な
る

よ
う
に
指
導
や
命
令
な
ど
、
必
要
な

措
置
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

空
家
等
対
策
推
進
事
業

問　
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
実

態
調
査
に
よ
る
空
家
等
の
数
は
。

答　
平
成
28
年
度
の
実
態
調
査
で

把
握
し
た
３
７
７
件
の
う
ち
、
引
き

続
き
空
家
等
の
ま
ま
で
あ
っ
た
も
の

が
１
８
９
件
、
ま
た
今
回
新
た
に
空

家
等
と
判
明
し
た
も
の
が
１
０
２
件

あ
り
、
合
わ
せ
て
空
家
等
の
件
数
は

２
９
１
件
で
あ
る
。

■
市
民
文
教

慈
友
保
育
園
大
規
模
改
造
事
業

問　
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
乳

児
園
に
な
る
こ
と
に
関
係
す
る
園
舎

の
建
て
替
え
な
の
か
。

答　
公
共
施
設
維
持
保
全
計
画
に

基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
園
舎
や
設
備

の
改
修
を
行
う
も
の
で
、
乳
児
園
へ

の
移
行
と
は
直
接
関
係
は
な
い
。
設

計
の
段
階
で
乳
児
園
へ
の
移
行
が
決

定
し
て
い
た
た
め
、
例
え
ば
床
暖
房

な
ど
の
必
要
と
な
る
設
備
は
設
計
に

反
映
し
て
い
る
。

誕
生
お
祝
い
事
業

問　
事
業
の
目
的
及
び
事
業
化
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答　
定
住
促
進
と
し
て
、
刈
谷
へ

の
愛
着
を
育
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、
新
た
に
市
民
と
な

る
子
供
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
も
の

で
あ
る
。
経
緯
に
つ
い
て
は
、
市
制

施
行
65
周
年
記
念
事
業
と
し
て
平
成

27
年
度
か
ら
結
婚
お
祝
い
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
本
市
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
、
市
制
施
行
70
周

年
を
機
会
に
本
事
業
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　
事
業
費
の
内
訳
と
、
平
成
30

年
度
の
出
生
届
の
件
数
は
。

答　
経
費
と
し
て
は
、
刈
谷
市
民

と
し
て
生
ま
れ
た
子
供
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
記
念
品
１
，
８
０
０
個
を
購

入
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
る

出
生
届
の
件
数
は
、
１
，
５
８
４
件

で
あ
る
。

令
和
２
年
度
予
算
関
係

健やかに育つことを願って 子供たちが安心して
過ごせる環境づくりを

空家等対策で県司法書士会
など関係５団体と協定締結
（令和元年11月29日）

ブロック塀等の倒壊を防ぎ
通行者の安全と避難経路を確保

環境センターとの
効率的な管理運営を図る

令和３年４月開設予定
特別養護老人ホーム　パレット

歩行者を認識しづらい横断歩道
付近に安全灯を設置

ＩＣＴを活用し
効率化を図ります


